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舟
橋
村
議
会
新
組
織
決
ま
る

　
５
月
11
日
㈪
、
臨
時
舟
橋
村
議
会
が
開

催
さ
れ
、
指
名
推
薦
で
議
長
に
明
和
善
一

郎
氏
、
副
議
長
に
森
弘
秋
氏
を
選
出
。
こ

の
ほ
か
、
各
委
員
会
の
構
成
等
を
決
め
た

ほ
か
、
監
査
委
員
、
３
組
合
議
会
議
員
が

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

議　
長　

明
和
善
一
郎
（
３
期
）

副
議
長　

森
　
　
弘
秋
（
２
期
）

各
委
員
会
（
◎
委
員
長　
○
副
委
員
長
）

《
総
務
常
任
委
員
会
》

　
◎
竹　
島　
貴　
行

　
〇
森　
　
　
弘　
秋

　
　
杉　
田　
雅　
史

　
　
田　
村　
　
　
馨

《
産
業
建
設
常
任
委
員
会
》

　
◎
前　
原　
英　
石

　
〇
川　
﨑　
和　
夫

　
　
明　
和　
善
一
郎

　
　
吉　
川　
孝　
弘

■
議
会
運
営
委
員
会

　
◎
竹　
島　
貴　
行

　
〇
前　
原　
英　
石

　
　
川　
﨑　
和　
夫

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
◎
森　
　
　
弘　
秋

　
〇
竹　
島　
貴　
行

　
　
前　
原　
英　
石

　
　
杉　
田　
雅　
史

■
地
方
創
生
特
別
委
員
会

　
◎
前　
原　
英　
石

　
〇
竹　
島　
貴　
行

　
　
吉　
川　
孝　
弘

　
　
田　
村　
　
　
馨

■
監
査
委
員

　
　
森　
　
　
弘　
秋

■
富
山
地
区
広
域
圏
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
明　
和　
善
一
郎

■
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
前　
原　
英　
石

　
　
竹　
島　
貴　
行

　
　
川　
﨑　
和　
夫

■
富
山
県
東
部
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
竹　
島　
貴　
行

　
　
明　
和　
善
一
郎

６
月
議
会

　
舟
橋
村
議
会
６
月
定
例
会
が
左
記

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

６
月
９
日
㈫　
本 

会 

議

�

（
提
案
理
由
説
明
）

�

午
前
９
時
～

６
月
10
日
㈬　
議
案
調
査
日

６
月
11
日
㈭　
議
案
調
査
日

６
月
12
日
㈮　
本 

会 

議

　
　
　
（
一
般
質
問
・
質
疑
・

�

討
論
、
採
決
）

�

午
前
９
時
～

お
め
で
と
う
　
　

　
　
ご
ざ
い
ま
す

　
春
の
叙
勲
で
、
中
田
文
夫
さ
ん
が
永

年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
15
年
間
の
舟
橋
村
消
防
団
長
を
含
め

て
33
年
間
消
防
団
に
携
わ
り
、
迅
速
な

出
動
や
近
隣
団
と
の
連
携
を
進
め
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
団
員
の
定
数
増

な
ど
環
境
整
備
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
田
さ
ん
は
、「
周
囲
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
受
章
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

�

中 

田 

文 

夫 

さ
ん
（
竹
鼻
）
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平成26年度

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
の
村
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
は
、村
条
例
に
基
づ
き
、年
２
回
定
期
的
に
行
う
も
の
で
す
。

　
な
お
、
一
時
借
入
金
の
現
在
高
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

（
一
時
借
入
金
と
は
、
３
月
31
日
現
在
で
国
の
補
助
金
等
が
未
収
入
の
た
め
、
一
時
的
に
必

要
な
借
入
金
で
あ
り
、
村
会
計
は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
５
月
末
に
金
額
が
確
定
し
ま
す
。）

（
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
）

一般会計（予算現額：16億6,362万3千円）

特別会計

歳 入（収入済額14億7,557万7千円、収入比率88.7％）

歳 出（支出済額13億9,450万9千円、支出比率83.8％）

分担金・負担金
（91.4％）

国・県支出金
（67.8％）

地方交付税
（100％）

6億8,997万
6千円 2億1,264万

8千円

1億4,413万
2千円

土木費
（78.0％）

2億4,268万
9千円

1億8,931万
2千円

4,351万
1千円

繰越金
（100％）

5,924万
7千円

5,924万
7千円

公債費
（99.5％）

1億4,704万
8千円

1億4,624万円

3,978万
3千円

衛生費
（90.0％）

7,532万
3千円

6,780万
4千円

農林水産業費
（79.5％）

5,618万
2千円

4,463万
9千円

議会費
（99.1％）

3,105万
2千円

3,079万
6千円

消防費
（92.1％）

3,077万
5千円

2,835万
2千円

商工費
（100％）

288万
1千円

288万
1千円

予備費
（0％）

3,477万
5千円

0千円

諸収入
（68.9％）

2,614万
3千円

1,800万
4千円

その他
（91.1％）

1億2,556万
8千円

1億1,442万
6千円

繰入金
（0.0％）

2千円
0円

村　債
（29.5％）

1億2,648万
9千円

3,730万円

教育費
（87.7％）

1億8,589万
7千円

1億6,316万
5千円

村　税
（98.1％）

3億8,003万
9千円

3億7,270万
9千円

総務費
（71.3％）

3億9,009万
3千円

2億7,817万
2千円

6億8,997万
6千円

民生費
（94.9％）

4億6,690万
8千円

4億4,314万
8千円

地方交付税…全国の市町村が等しく行政サービスを行えるよう、一定の基準により国から交付されるお金です。
村　　　税…村民の皆さんが納めた税金で、村民税、固定資産税、軽自動車税、村たばこ税を総称したものです。
国・県支出金…いろいろな事業に対する国・県からの交付金、補助金、委託金です。
諸　収　入…貸付金元利収入や、村が受託した事業の収入です。

民生費…高齢者・障害者・児童の福祉事業などに使われます。
総務費…村の全般的な施設管理、企画や選挙、戸籍、住民票交付事務などに使われます。
公債費…借り入れた村債の元金・利子などの償還金に使われます。
教育費…小中学校・舟橋会館・図書館の運営や、文化、スポーツの振興に使われます。
土木費…道路・公園などの建設や管理に使われます。
衛生費…ごみ処理や環境保全、村民の健康増進事業に使われます。

今後も経費の節減に努め、限られた財源を有効に活用し、効率的な財政運営に努めてまいります。

村債の現在高
一 般 会 計
� 17億6,158万8千円
簡易水道事業特別会計
� 3億6,057万5千円

区　分 予算額 収入済額 支出済額
土 地 取 得 事 業 324千円 323千円 0千円
国民健康保険事業 211,306千円 179,172千円 182,556千円
宅 地 造 成 事 業 204千円 203千円 0千円
簡 易 水 道 事 業 58,303千円 59,353千円 49,107千円
後期高齢者医療事業 48,737千円 48,769千円 42,226千円
※平成27年3月31日現在、補助金などが未収入のため支出済額の方が
　大きい場合があります。

予算現額 収入済額（　）比率

予算現額 支出済額（　）比率
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問い合わせ先　立山舟橋商工会　℡ 463－1221

本紙折込チラシをご覧ください 購入方法
　販売方法や取扱店など、詳細は、本紙に
折り込まれているチラシをご覧ください。

あなたのお名前 １

ご家族のお名前

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

舟橋村版 

○該当する項目に☑をつけてください。

※家族お一人につき５セットを限度とします。 （例：３人家族の場合 ３人×５セット＝１５セットまで）

舟橋村に住んでいる

舟橋村内で勤務している

舟橋村立図書館の利用登録をしている

住 所 

○購入希望セット数 セット 千円券 枚で１セット。１セット１万円で販売します。

電話番号 

販売日 平成２７年６月２８日（日）午前１０時から午後５時まで（売り切れ次第終了）

会 場 舟橋会館２階研修室

※以降は立山舟橋商工会（舟橋村立図書館２階）にて販売します。

※購入できるのは、次のいずれかに該当する方とその同居のご家族です。

 

（ ） －

この申込書は、購入日当日に販売会場へ現金を添えて提出してください。

プレミアム商品券購入申込書
平成 年 月 日

立山舟橋商工会長 様

立山舟橋プレミアム商品券 舟橋村版 を購入したいので申し込みます。

※ご家族のうち、お一人でも上記いずれかに該当していれば、ご家族全員分購入できます。

　本紙に折り込まれ
ている「プレミアム
商品券購入申込書」
に必要事項をご記入
の上、販売会場で代
金を添えてお申し込
みください。

　舟橋村では、国の緊急経済対策
の一環として、低迷する個人消費
の喚起を目的にプレミアム商品券
を発行します。

立山舟橋商工会

プレミアム商品券

舟橋会館２階研修室

6月28日㈰
　　　　午前10時～

日
時

場
所

発
売
!!

3,000円の

プレミアム
付き

13,000円分の商品券を10,000円で販売!!

さらに
子育て世帯へ「立山舟橋プレミアム商品券」3,000円分を支給します

支給対象者 児童手当受給者（６月～９月分の児童手当を10月に受給する方）

問い合わせ先 総務課　加藤　℡ 464－1121

支 給 方 法 10月上旬に児童手当支給対象者に郵送される「児童手当支払通知書」と一緒に「プ
レミアム商品券引換券」を発送します。引換券を役場にお持ちになり商品券と引
き換えてください。詳しくは、引換券郵送時にご案内します。
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平成27年10月スタート

マイナンバー（社会保障
税 番 号）制度が始まります

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
愛
称
「
マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
」

　
↓

マイナンバー制度とは
　住民票を持つ全ての方に１人１つの番号を付して、様々な機関に存在
する個人の情報を同一人の情報であると確認するための制度です。社会
保障制度や税制度の「効率性」「透明性」を高め、公平公正な社会を実現
するための社会基盤となります。

公平・公正な社会の実現
　所得情報等の正確な把握により、不正受給等
を防止するとともに、本当に困っている方に細
やかな支援を行うことができます。

利便性の向上
　「添付書類の省略」など、窓口手続き
の簡素化が図られます。

行政の効率化
　国の機関や地方公共団体等の情報連携
により、行政の効率化が図られます。

期待される
効果

今後の予定

◆平成27年10月～“個人番号の通知”
　平成27年10月以降、住民票を有する全ての方に
１人１つの番号（12桁）が通知されます。原則と
して、住民票の住所に個人番号の「通知カード」（氏
名、住所、個人番号等が記載された紙カード）が郵
送されます。

◆平成28年１月～“個人番号の利用開始”
　“「個人番号カード」の交付開始”
　平成28年１月より、国の行政機関や地方公共団
体等において、「社会保障」「税」「災害対策」の各
分野のうち、法律で定められた行政手続きで個人番
号が利用されます。
　また、申請により「個人番号カード」を交付しま
す。（交付には通知カードが必要です。）このカード
は、本人確認のための身分証明書として使えるほか、
e
イータックス
-TAXなどの電子申請などにも利用できます。

※個人情報の適切な取扱いについて
　個人番号は、「社会保障」・「税」・「災害対策」
の手続きのために行政機関等に提供する場合を除
き、他人に提供することはできません。
　外部への漏えい、なりすまし等に対しては、安
全を確保するため、制度・システムの両面から個
人情報保護の措置が講じられます。

※住民基本台帳カードの取扱いについて
　住民基本台帳カードは有効期限まで利用できま
すが、個人番号カード発行時には回収します。個
人番号カードとの重複所持はできません。

今後も、村広報誌・ホームページ等で制度の情報をお知らせします。

　マイナンバー制度の最新情報は、内閣府
ウェブサイト（http://www.cas.go.jp/jp/
seisaku/bangoseido/）をご覧ください。
また、制度に対するご不明な点等は、マイ
ナンバー制度コールセンター（Tel：0570-
20-0178）にお問い合わせください。（通話
料がかかります。）

問い合わせ先　総務課　加藤　℡464－1121
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村内ＮＥＷＳ
ニュース

舟
橋
村
立
図
書
館
　

 
「
み
ん
な
が
読
み
手
、

　
　
み
ん
な
が
聞
き
手
」

�

紙
芝
居
会
　
開
催
！

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
　
　

５
月
10
日
㈰

　
「
越
中
舟
橋
駅
」
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
で
、
紙
芝
居
展
の
最
終
日
は
、

自
転
車
に
紙
芝
居
の
舞
台
を
乗
せ
、
昔

の
紙
芝
居
屋
さ
ん
の
よ
う
に
披
露
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
紙
芝
居
会
を
５
回
に
分

け
て
開
催
。
職
員
や
利
用
者
の
マ
マ
や

パ
パ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
な
ど
13
名
が
読
み
手
に
な

り
、約
60
名
の
親
子
連
れ
の
皆
さ
ん
が
、

紙
芝
居
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　
5
月
11
日
㈪
か

ら
5
月
20
日
㈬
ま

で
の
10
日
間
、「
ゆ

ず
り
あ
う　
心
で

広
が
る　
無
事
故

の
輪
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
春

の
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
11
日
は
交
通
安
全
村
民
大
会
が
開
催

さ
れ
、
期
間
中
の
交
通
事
故
防
止
に
向
け

た
、
交
通
安
全
母
の
会
会
長
に
よ
る
交
通

安
全
宣
言
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
、
村
の
幹
線
道
路
で
あ
る

上
市
街
道
（
県
道
富
山・上
市
線
）
で
は
、

上
市
区
域
交
通
安
全
協
会
舟
橋
支
部
と
舟

橋
村
交
通
安
全
母
の
会
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
街
頭
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ

ス
コ
ッ
ト
等
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
て

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぶ
ら
ん
こ

　
　
マ
マ
ビ
ク
ス
で
気
分
爽
快
！

ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

私
た
ち
が
お
伺
い
し
ま
す
！

５
月
14
日
㈭

　
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ぶ
ら

ん
こ
で
は
、
毎

週
木
曜
日
に

「
さ
く
ら
ん
ぼ

く
ら
ぶ
」
の
イ

ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

５
月
14
日
㈭
に

は
、
島
倉
昌
代

先
生
に
よ
る
「
マ
マ
ビ
ク
ス
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
骨
盤
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
含
む
、

産
後
の
親
子
ビ
ク
ス
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
へ

の
タ
ッ
チ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
リ
ズ
ム
遊
び

を
楽
し
み
な
が
ら
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
や
っ
て
い

る
時
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
終
わ
っ
た
ら

す
っ
き
り
し
て
、
気
持
ち
良
か
っ
た
。」

と
好
評
で
し
た
。次
回
の
マ
マ
ビ
ク
ス
は
、

７
月
９
日
㈭
。
２
ヶ
月
に
１
回
開
催
さ
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

　
６
月
は
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
６
／

４
）
や
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
６
／
11
）

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

　
交
通
安
全
協
会
舟
橋
支
部
女
性
部
の
皆
さ

ん
が
、
村
内
の
75
歳
以
上
の
方
の
お
宅
を
訪

問
し
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
や
振

込
詐
欺
被
害
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

交
通
安
全
協
会
舟
橋
支
部
が
4
年
前
よ
り
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
も
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
３
名

の
女
性
部
員
と
舟
橋
駐
在
所
の
警
察
官
の
方

が
、
交
通
安
全
と
防
犯
を
呼
び
か
け
て
皆
さ

ん
の
お
宅
を
伺
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

～交通事故にあわない、起こさないことで
� 自分の身は自分で守りましょう～

良峯真智子さん
� （国重）

明和富美子さん
� （海老江）

古川壽加子さん
� （竹鼻）
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◆　
竹
鼻
村
の
「
肝き

も

煎い
り

」

　
竹
鼻
の
中
田
文
夫
さ
ん
が
「
土
蔵
の
中
に
保

管
さ
れ
て
い
た
物
を
整
理
し
て
い
た
ら
、
古
文

書
が
見
つ
か
っ
た
の
で
見
て
ほ
し
い
」
と
、
一

点
の
古
文
書
を
村
史
編
纂
室
に
持
参
さ
れ
ま
し

た
。
左
下
の
写
真
は
そ
の
一
部
分
で
、
解
読
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
村
役
人
交
代
に
関
す
る
文
書
で
、
内

容
を
要
約
す
る
と
、「
竹
鼻
村
の
与
四
郎
は
天

保
十
年
（
一
八
四
〇
）
よ
り
肝
煎
役
を
勤
め
て

い
た
が
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
四
月
に
病

死
し
た
。
そ
の
た
め
後
任
の
肝
煎
を
組く

み

合あ
い

頭が
し
らの

三
郎
四
郎
と
す
る
こ
と
に
村
民
一
同
が
納
得
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
認
め
て
ほ
し
い
。
三
郎

か
し
十
村
と
十
村
組
の
関
係
は
固
定
的
で
は
な

く
、十
村
の
転
勤
や
更
迭
は
度
々
あ
り
ま
し
た
。

　
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
大
震
災
で
高
野

組
は
罹
災
し
、
竹
内
村
や
舟
橋
村
、
新
堀
村
も

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
復
興
期
に

あ
っ
た
万
延
元
年
当
時
、
被
災
し
た
新
堀
村
兵

三
郎
に
替
え
て
、
高
野
組
十
村
を
神
保
助
三
郎

と
伊
東
彦
四
郎
の
二
人
体
制
と
し
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
文
書
に
は
、
上

新
川
郡
（
早
月
川
以
西
）
九
組
の
十
村
が
竹
鼻

村
肝
煎
を
三
郎
四
郎
と
す
る
こ
と
に
同
意
す
る

旨
を
記
し
た
奥
書
が
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中

に
「
当
分
組
裁
許
助
三
郎・彦
四
郎
」
と
あ
り
、

高
野
組
十
村
二
人
体
制
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
下
新
川
郡
十
村
九
人
に
よ
る
奥
書
は
、

改
作
奉
行
所
に
宛
て
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
奥

書
は
さ
ら
に
、
改
作
奉
行
芝
山
直
左
衛
門
と
瀬

川
嘉
一
郎
に
よ
っ
て
「
表
書
之
通
、
竹
鼻
村
肝

煎
、
同
村
三
郎
四
郎
申
付
者
也
」
と
の
裏
書
が

さ
れ
て
い
ま
す
。改
作
奉
行
の
承
認
に
よ
っ
て
、

三
郎
四
郎
は
正
式
に
竹
鼻
村
肝
煎
に
任
命
さ
れ

た
わ
け
で
す
。

　

肝
煎
交
代
に
関
わ
る
一
連
の
手
続
き
か
ら
、

改
作
奉
行
（
加
賀
藩
の
農
政
担
当
者
）
―
十
村

―
肝
煎
（
村
の
代
表
者
）
と
い
う
藩
の
農
民
支

配
の
構
図
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
中
に
あ
っ

て
、
十
村
は
武
士
と
農
民
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役

を
果
た
し
て
い
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
十
村

は
身
分
は
百
姓
で
あ
り
な
が
ら
、
改
作
奉
行
の

も
と
農
政
に
携
わ
り
、
藩
か
ら
扶
持
を
与
え
ら

れ
る
者
も
い
ま
し
た
。
一
方
で
十
村
は
村
々
を

廻
り
、
農
村
の
実
情
を
視
察
し
て
藩
に
伝
え
る

農
民
の
代
表
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
十
村
制
度
は
、
加
賀
藩
農
政
の
特
徴
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
江
戸
時
代
は
、
納
税
も
法
令
遵
守
も
新
田

開
発
も
村
を
単
位
と
し
て
請
け
負
う
こ
と
が
基

本
」
と
昨
年
の
「
村
史
に
拾
う
①
」
に
書
き
ま

し
た
。
肝
煎
は
ま
さ
に
村
と
し
て
請
け
負
っ
た

こ
と
の
全
責
任
を
担
っ
て
お
り
、中
で
も
年
貢・

諸
役
の
完
納
は
そ
の
職
務
の
重
要
な
部
分
を
占

め
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
相
応
の
実

力
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
職
務
遂
行
の
た
め

の
強
い
権
限
も
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
村
人

は
そ
の
権
限
に
従
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
だ
け
に
そ
の
選
出
に
は
、
現
代
の
選
挙

の
よ
う
な
多
数
決
で
は
な
く
、
全
員
一
致
が
前

提
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
写
真
の
文
書

中
で
は
「
同
苗
一
統
納
得
之
上
」
と
い
う
文
言

で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。「
同
苗
」
と
は
「
同

じ
苗
字
の
者
」
と
解
さ
れ
ま
す
が
、
江
戸
時
代

の
農
民
に
苗
字
は
な
い
の
で
、「
同
村
の
者
」

を
表
す
言
葉
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
同
苗
一

統
が
納
得
し
て
い
る
証
明
と
し
て
、
組
合
頭
与

右
衛
門
以
下
十
七
名
の
百
姓
が
名
前
の
下
に
押

印
し
て
こ
の
請
願
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
八
月
の
竹
鼻
村
に

は
こ
の
十
七
名
に
三
郎
四
郎
を
加
え
た
一
八
軒

の
農
家
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、

「
同
苗
一
統
」
と
い
う
の
は
本
百
姓
（
高
持
ち
）

達
の
こ
と
で
、
村
内
に
は
こ
の
他
に
持
高
の
な

い
「
頭あ

た
ま
ふ
り振
」
と
呼
ば
れ
る
農
民
が
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
調
査

で
は
、
新
川
郡
の
人
口
の
約
二
〇
％
が
頭
振
で

し
た
。

◆　
加
賀
藩
農
政
の
要　
―
十と

村む
ら

―

　
こ
の
文
書
の
宛
先
は
「
神
保
助
三
郎
・
伊
東

彦
四
郎
」と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
人
は「
十

村
」
と
呼
ば
れ
る
大
庄
屋
で
、
平
均
六
〇
前
後

の
村
々
が
所
属
す
る
十
村
組
を
統
括
し
て
い
ま

し
た
。
竹
鼻
村
な
ど
舟
橋
地
域
の
村
々
は
江
戸

時
代
中
期
以
降
「
高
野
組
」
と
い
う
十
村
組
に

属
し
て
お
り
、
高
野
組
の
十
村
は
代
々
新
堀
村

兵
三
郎
（
朽
木
家
）
が
勤
め
て
い
ま
し
た
。
し

四
郎
は
五
六
歳
で
持
高
十
七
石
九

斗
六
升
の
信
用
で
き
る
人
物
で
あ

る
。」
と
な
り
ま
す
。

◆　
「
肝
煎
」
と
は
？

　
こ
の
文
書
か
ら
江
戸
時
代
の
農
村
社
会
の
し

く
み
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
「
肝
煎
」
と
は
村
役
人
の
こ
と
で
今
日
の
自

治
会
長
に
あ
た
り
ま
す
。「
組
合
頭
」
も
村
役

人
で
肝
煎
の
補
佐
を
し
ま
す
。
肝
煎
は
各
村
に

一
人
で
す
が
、
隣
村
の
肝
煎
を
兼
務
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
享
和
十
八
年
（
一
七
三
三
）

の
記
録
で
は
、
海
老
江
村
の
肝
煎
が
芦
高
村

を
、
古
海
老
江
村
の
肝
煎
は
立
野
・
横
沢
・
竹

鼻
新
の
各
村
肝
煎
を
兼
ね
る
と
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
組
合
頭
は
通
常
一
名
で
す
が
、
村
の
規
模

に
よ
っ
て
は
複
数
名
の

場
合
が
あ
り
ま
し
た
。

竹
鼻
村
で
も
三
郎
四
郎

と
与
右
衛
門
の
二
人
が

組
合
頭
だ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

肝
煎
や
組
合
頭
は

「
長お

さ
び
ゃ
く
し
ょ
う

百
姓
」
と
呼
ば
れ

る
村
内
の
有
力
百
姓
の

中
か
ら
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
後
任
肝
煎
に
推
挙

さ
れ
た
三
郎
四
郎
も
竹

鼻
村
の
石
高
一
五
八
石

の
約
十
一
％
に
あ
た
る

約
十
八
石
の
高
持
ち
で

し
た
。

　
肝
煎
に
は
役
料
が
支

給
さ
れ
ま
し
た
が
、
組
合
頭
は
原
則
と
し
て
無

給
で
し
た
。
し
か
し
、
天
保
十
二
年
に
「
肝
煎

が
他
用
中
で
組
合
頭
が
代
理
出
張
す
る
時
は
、

一
日
二
升
の
料
米
を
村
方
か
ら
渡
す
こ
と
に
せ

よ
」
と
の
触
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆　
肝
煎
の
役
割
と
村
の
し
く
み

村
史
に
拾
う　
⑬

「
村
」
社
会
の
し
く
み

�

村
史
編
さ
ん
委
員
　
宮 

本　
幸 

江

宮 

本　
幸 

江
（
み
や
も
と　
ゆ
き
え
）

元
富
山
県
史
編
さ
ん
室
嘱
託
と
し
て
県
史

近
世
編
の
調
査・編
集
に
従
事
。近
世
担
当
。

富
山
市
婦
中
町
在
住
。

新
川
郡
竹
鼻
村
与
四
郎
儀
、
天
保
十
年
肝
煎

役
被
仰
付
相
勤
来
候
處
、
去
四
月
病
死
仕
申

ニ
付
、
今
度
代
り
肝
煎
之
儀
、
同
苗
一
統
納

得
之
上
、
組
合
頭
三
郎
四
郎
江
奉
願
申
候
。

三
郎
四
郎
義
、
年
五
拾
六
ニ
罷
成
、
持
高
拾

七
石
九
斗
六
升
支
配
仕
、
御
用
可
相
勤
慥
成

者
ニ
御
座
候
間
、
奉
願
候
通
代
り
肝
煎
被
仰

付
可
被
下
候　
以
上

　
万
延
元
年
八
月

 �

竹
鼻
村
組
合
頭　
　
　
　
　
　
　
　

�

与
右
衛
門　
㊞　
清    

助
㊞

    �

与
三
兵
衛　
㊞　
仁　
　
七
㊞

   �

平 

三 

郎　
㊞　
甚 

兵 

衛
㊞

   �

与 

四 

郎　
㊞　
清    

吉
㊞

    �

与 

三 

郎　
㊞　
久 

兵 

衛
㊞

�

三
郎
右
衛
門
㊞　
小 

三 

郎
㊞

   �

与
四
三
郎  

㊞　
久
右
衛
門
㊞

�

小
右
衛
門　
㊞　
吉 

兵 

衛
㊞

�

弥 

兵 

衛
㊞　
　
　
　
　
　
　

 　
神
保
助
三
郎　
殿

 　
伊
東
彦
四
郎　
殿

「竹鼻村肝煎病死に付き、代わり肝煎願書」
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舟橋文化スポーツクラブ

“バンドリー”講座カレンダー ６月

講　座　名 対　象 日 時　間 場　所 会員参加費（いずれかを選択）

ふれあいバドミントン
（小学３年生以下は親同伴） 親子・一般

 ４日㈭・１１日㈭
１８日㈭・２５日㈭

１9：４５～
　� ２１：00 舟橋小学校体育館 ２00円/回 ５00円/月

ジュニアテニス 小学３年生
　　　以上

 7日㈰・１４日㈰
２１日㈰・２８日㈰

１２:00～
　� １４:00 舟橋村テニスコート 5,000円/10回

キッズ　　
スポーツ 年中・年長  ２日㈫・ 9日㈫

１６日㈫・２３日㈫
17：00～
　� 18：00 舟橋小学校体育館 ２,000円/月

フラダンス 一 般  ３日㈬・１0日㈬
２４日㈬        

１３：３0～
　� １４：３0 舟橋会館 研修室４ ５00円/回

やさしいヨガ 一 般  ２日㈫・１６日㈫
２３日㈫・３0日㈫

１0：00～
　� １１：00 舟橋会館 大広間 ３00円/回

キンボール

小学生

 ６日㈯・２0日㈯
２7日㈯        

１４：３0～
　� １６：３0

舟橋中学校体育館 ２00円/回 ５00円/月

 ３日㈬・１0日㈬
１7日㈬・２４日㈬

１８：３0～
　� ２0：３0

中学生以上

 ６日㈯・２0日㈯
 ２7日㈯         

１５：00～
　� １８：３0

 ３日㈬・１0日㈬
１7日㈬・２４日㈬

１８：３0～
　� ２0：３0

　〈問い合わせ先〉

▲

バンドリー事務局
　　　　　　　　　 （舟橋文化スポーツクラブ/舟橋中学校体育館内）
　　　　　　　　　 TEL 464－1456 または 090－3298－1456
　　　　　　　 　

▲
舟橋村教育委員会

　　　　　　　　　 （舟橋会館内）
　　　　　　　　　 月～金　  8：30～17：00　TEL 464－1126

会員限定

６月７日㈰～13日㈯は危険物安全週間です！

危険物安全週間推進標語 『 無事故へと　気持ち集中　はっけよい 』
　危険物の保安を推進するため、毎年６月の第２週は「危険物安全週間」とされています。
　ガソリン、軽油、灯油などの危険物の貯蔵・取り扱いが適切であるか再確認し、危険物による火災や事
故の防止に努めましょう。
【ガソリン】
　火災発生の危険度が極めて高い物質
で、その貯蔵・取り扱いには細心の注意
が必要です。
　ポリ容器に入れることや、セルフスタ
ンドで利用客が自ら容器に入れることは
禁止されています。

【灯油】
　火災のほか漏えい事故等にも注意が必要です。ホームタン
クで貯蔵されている場合は次のことに注意してください。
○日頃の点検
・タンク配管に、腐食や亀裂等がないか確認する。
・転倒のおそれがないかタンクの固定状況を確認する。
・タンク内の残量を定期的に確認する。
・万一の漏えいに備えて漏えい防止措置を行う。
○容器に小分けする場合
・小分け中は、絶対にその場を離れない。
・小分けした後は、バルブを完全に閉鎖する。

問い合わせ先　上市消防署舟橋分遣所
    　　　℡ 464－1512

入札結果を公表します（金額は税込）� 問い合わせ先　総務課　TEL 464－1121
件　　　名 落札業者 落札金額

4月30日 舟橋村総合庁舎改修工事 林建設㈱ 6,534,000円

パークゴルフ大会
詳しくは、

折り込みチラシを
ご覧ください。
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Informationお知らせ

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
へ

 
『
児
童
手
当
現
況
届 

兼 

子
育
て
世
帯

　
　
　
　
臨
時
特
例
給
付
金
申
請
書
』を

 

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
６

月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続

き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
提
出
が
必
要
な
方
へ

６
月
上
旬
に
必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
６
月
30
　
日
㈫
ま
で
に
役
場
生
活
環
境
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
現
況
届
は
、
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
書
を
兼
ね
て
い

ま
す
。
所
定
の
署
名
欄
に
署
名
及
び
押
印
を

す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
の
申
請
と
な
り
ま
す
（
公
務
員
の
方
は
、

勤
務
先
で
配
布
さ
れ
る
書
類
を
平
成
27
年
５

月
31
日
時
点
で
の
住
所
地
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
）。

�

提
出
書
類�

①
児
童
手
当
現
況
届
（
提
出
が
必
要
な
方
へ

役
場
か
ら
郵
送
し
ま
す
）

②
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
等

　
　
受
給
者
が
被
用
者（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
）

の
場
合
必
要
で
す
。

　
※
児
童
の
保
険
証
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
ま
た
、
こ
の
他
に
も
必
要
に
応
じ
て
提
出

し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。
現
況

届
に
つ
い
て
は
、
公
務
員
の
方
は
勤
務
先

へ
の
提
出
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場

生
活
環
境
課
ま
た
は
勤
務
先
へ
お
問
合
せ

対象とならないもの

使用済小型家電製品の無料回収ボックスを設置しています

・ マッサージチェア、電気カーペット、
電気毛布等繊維が付着している製品

・ファンヒーター等の鉄を主体とする製品
・木製スピーカー
・家電リサイクル法対象商品
　（ブラウン管テレビ、液晶・プラズマテ

レビ、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、
衣類乾燥機）

・資源有効利用促進法（パソコンのリサイ
クル）対象商品

・蛍光管や電球

　粗大ごみ等の廃品を回収する業者につ
いて、「当初『無料回収』をうたっていた
のに作業後に料金を請求された」「見積り
より高額な料金を作業後に請求された」と
いったトラブルが、全国で多く発生してい
ます。
　安易に廃品回収業者に処分を依頼するこ
とは、トラブルや不法投棄の元になりやす
いので注意が必要です。
　粗大ごみや不用品の処分は、ルールに
従って行っていただくようお願いいたしま
す。

違法な不用品回収業者に出さないで！

く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先

�

生
活
環
境
課 

田
中 

℡
４
６
４
―
１
１
２
１

平
成
27
年
10
月
採
用

 

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合
職
員
の

 

募
集
に
つ
い
て

●
職
種
／
募
集
人
員

介
護
認
定
調
査
事
務
職
（
短
大
卒
程
度
）

／
１
名
程
度

●
受
験
資
格

①
昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、
保
健
師
、
助
産
師
、看
護
師
、准
看
護

師
又
は
社
会
福
祉
士
で
あ
っ
て
、
実
務
経

験
期
間
が
通
算
し
て
５
年
以
上
で
あ
る
者

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
保
有
し
て
い
る

方
又
は
採
用
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

●
採
用
年
月
日　
平
成
27
年
10
月
１
日
（
状

況
に
よ
り
随
時
採
用
あ
り
）

●
試
験
日
／
場
所　
平
成
27
年
７
月
12
日
㈰

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

●
受
付
期
間　
郵
送
又
は
持
参
で
平
成
27
年

６
月
29
日
㈪
必
着

●
申
込
方
法
な
ど

　
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合
職
員
採
用
試

験
受
験
案
内
（
介
護
認
定
調
査
事
務
職　

短
大
卒
程
度
）

　
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合
職
員
採
用
試

験
申
込
書
（
介
護
認
定
調
査
事
務
職　
短

大
卒
程
度
）

※
提
出
書
類
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
９
３
０
―
０
２
８
８

　
舟
橋
村
国
重
２
４
２

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合　
総
務
課

�

℡
４
６
４
―
１
３
３
５

　舟橋村では、こみの減量化とリサイクルの推進を図るため、使用済小型
家電製品の無料回収ボックスを設置し、「使用済小型家電リサイクル」に
取り組んでいます。
分別回収は、「資源の有効活用」と「環境汚染防止」のため
　小型家電製品には、鉄、アルミ、銅、貴金属等といった有用な金属が含
まれていますが、国内では年間約65万トンが廃棄されています。
　そのうち有用な金属は約28万トンとされ、特に電子基盤には有用金属が
多く含まれています。
　このため村では使用済小型家電製品の回収を通じて、燃やせないごみの
排出を減量し、リサイクルの推進に取り組みます。
役場に無料回収ボックスを設置
　ご家庭で不要となった、使用済小型家電製品は、役場庁舎内に設置する無料
回収ボックスに投入して下さい。
　これまでどおり燃やせないごみとして出すことも可能ですが、燃やせな
いごみの排出量削減のため、無料回収ボックスに持ち込んでいただき、使
用済小型家電リサイクルの推進にご協力をお願いします。
対象となる小型家電製品
　ＡＣアダプター（コード類）、携帯電話、リモコン、電卓、デジタルオーディ
オプレーヤー、ＣＤ・ＭＤプレーヤー、ＰＨＳ端末、デジタルカメラ、ゲー
ム機（携帯型）、ビデオカメラ、ＩＣレコーダー、ＥＴＣユニット、電話機、
電子辞書、小型ラジオ、テープレコーダーなどです。
廃棄する時の注意
・乾電池は必ず外して下さい。充電式の電池は放電するかテープで絶縁し
て下さい。
・携帯電話などに個人情報が含まれる場合には、あらかじめ個人情報を消
去してから廃棄して下さい。
　問い合わせ先　生活環境課 田中 ℡４６４―１１２１
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Information お知らせ
「
６
月
１
日
は

 

人
権
擁
護
委
員
の
日
」

 
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　
各
市
町
村
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
来
た
る
６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
次
の
と
お
り
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
人

権
に
関
わ
る
困
り
ご
と
や
悩
み
の
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

　
是
非
お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

［
特
設
人
権
相
談
所
］

　
開
設
日
時　
平
成
27
年
６
月
１
日
㈪

　
　
午
後
13
時
00
分
～
16
時
00
分

　
会　
　
場　
舟
橋
会
館　
２
階　
和
室

全
国
一
斉

　
「
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

 

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

　
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
無
料
電
話
相
談
を

開
催
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

と　
き　
平
成
27
年
６
月
22
日
㈪
か
ら
同
月

28
日
㈰
ま
で
の
７
日
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
00
分

　
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

00
分
～
午
後
５
時
00
分

対　
象　
子
ど
も
の
人
権
に
関
し
て
お
悩
み

の
方

相
談
内
容　
い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
、
親

か
ら
の
虐
待
、
そ
の
他
子
ど
も
を
め
ぐ
る

各
種
の
問
題

　
相
談
受
付
の
電
話
番
号

�

０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
富
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

�

℡
４
４
１
―
６
３
７
６

第
59
回
富
山
県
青
年
議
会

 

青
年
議
員
の
募
集

・
対
象
者

　
舟
橋
村
在
住
の
18
歳
か
ら
40
歳
ま
で
、
男

女
問
わ
ず

・
実
施
期
間
（
予
定
）

　
平
成
27
年
７
月
６
日
㈪　
開
会
式
、
組
織

議
会
等

　
平
成
27
年
８
月
29
日
㈯　
学
習
会

　
平
成
27
年
10
月
30
日
㈮　
本
会
議
、閉
会
式

・
応
募
締
め
切
り

　
平
成
27
年
６
月
19
日
㈮

　
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
舟
橋
村
教
育
委
員
会　
社
会
教
育
係

�

℡
４
６
４
―
１
１
２
１

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

 

便
利
・
安
心
・
確
実
な

 

口
座
振
替
で
！

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
「
忙
し
く
て
…
」、「
つ
い
、
う
っ

か
り
…
」
と
い
っ
た
理
由
で
も
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

便
利
で
安
心
、
確
実
な
口
座
振
替
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
、
全
国
の
銀
行
・
郵
便
局
・

農
協
・
漁
協
・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・
労

働
金
庫
で
利
用
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
の
際

は
、
年
金
事
務
所
や
金
融
機
関
に
備
え
付
け

の
申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
、
口

座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
金
融
機
関
等
の
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
魚
津
年
金
事
務
所

�

℡
０
７
６
５
―
２
４
―
５
１
５
３

地
域
密
着
型

 

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
募
集

　
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、
平
成

28
年
4
月
1
日
に
開
設
が
見
込
ま
れ
る
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

募
集
対
象
事
業
所

　
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
１

箇
所
（
１
ユ
ニ
ッ
ト
９
人
）

募
集
地
域
等

　
立
山
町　
五
百
石
地
区

応
募
要
件

・
応
募
者
は
法
人
で
あ
る
こ
と
。

・
募
集
対
象
事
業
所
の
他
に
共
同
生
活
援�

助・介
護
事
業
所（
共
生
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
が
併
設
さ
れ
る
こ
と
。

応
募
方
法

　
申
請
書
等
の
書
類
を
中
新
川
広
域
行
政
事

務
組
合
介
護
保
険
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
持
参
す
る
日
時
を
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
募
集
要
領
及
び
申
請
書
は
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ

い
。

⇒
http://w

w
w
.union.nakaniikaw

a.
toyam

a.jp/

【
受
付
期
間
】
６
月
22
日
㈪
～
30
日
㈫

【
受
付
時
間
】
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分
（
土
日
及
び
閉
庁
日
を
除
く
）

　
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
　
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
介
護
保
険
課　
保
険
業
務
係

�

℡
４
６
４
―
１
３
１
６

介
護
保
険
ア
レ
コ
レ

　
平
成
27
年
度
か
ら
介
護
保
険
制
度

 

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
平
成
37

年
に
必
要
と
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
増
加

を
見
据
え
、
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る

た
め
に
充
実
と
重
点
化
・
効
率
化
を
図
る
も

の
で
、
主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
自
己
負
担
に
関
す
る
こ

と
（
平
成
27
年
８
月
か
ら
）

・
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
の
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負
担
額
が
２
割

に
な
り
ま
す
。
２
割
負
担
の
対
象
は
、
本

人
の
合
計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
以
上

の
方
と
な
り
ま
す
。（
そ
の
他
、同
一
世
帯

の
要
件
等
が
あ
り
ま
す
。）

・
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
施
設
入

所
時
の
食
費
・
部
屋
代
の
軽
減
）
の
支
給

要
件
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
低
所
得
の
施

設
利
用
者
の
う
ち
、
配
偶
者
が
住
民
税
課

税
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
預
貯
金
が
一
定

額
（
単
身
世
帯
の
場
合
１
、０
０
０
万
円
、

夫
婦
２
、
０
０
０
万
円
）
を
超
え
る
場
合

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
（
平
成
27

年
4
月
か
ら
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
新
規
入
所�

は
、
原
則
「
要
介
護
3
」
以
上
の
方
が
対

象
と
な
り
ま
し
た
。
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Informationお知らせ
・
介
護
報
酬
が
改
定
さ
れ
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
料
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

○
介
護
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料
を
改
正

し
ま
し
た
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
時
に
配
布
さ

れ
ま
す
介
護
保
険
料
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）
に

は
、
介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
７
月

中
旬
に
送
付
予
定
で
す
。

◆
６
月
の
保
険
料
（
65
歳
以
上
の
方
）

・
特
別
徴
収
第
２
期
（
６
月
の
公
的
年
金
支

払
い
時
に
天
引
き
さ
れ
ま
す
。）

・
普
通
徴
収
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
今
年
度
の

納
期
開
始
は
７
月
に
な
り
ま
す
。
前
年
度

分
で
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ

さ
い
。�

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
介
護
保
険
課 

℡
４
６
４
―
１
３
１
６�

常
願
寺
ハ
イ
ツ
改
装
前
の

 

未
使
用
回
数
券
払
い
戻
し
に
つ
い
て

　
平
成
18
年
９
月
に
行
っ
た
常
願
寺
ハ
イ
ツ

の
改
装
前
の
回
数
券
を
お
持
ち
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
改
装
前
の
回
数
券
は
、
現
在
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
未
使
用
分
に
つ
い
て
払
い
戻
し
を
し

ま
す
の
で
、常
願
寺
ハ
イ
ツ
（
立
山
町
泊
新
）

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
払
戻
期
限
は
平
成
27
年
10
月
末
日
で
す
。

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

　
問
い
合
わ
せ
先

�

常
願
寺
ハ
イ
ツ 

℡
４
６
２
―
１
１
６
４

富
山
県
東
部
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

 

平
成
27
年
度
舟
橋
村

 

巡
回
相
談
日
に
つ
い
て

　

富
山
県
東
部
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、
生
活
に
困

り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
方
に
寄
り
添
い
、
主

に
経
済
的
な
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
う
た

め
の
相
談
機
関
で
す
。

　
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
方
、
仕
事
に
就
く

自
信
の
な
い
方
な
ど
の
相
談
、
就
労
へ
の
支

援
を
行
い
、
自
立
に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
下
さ
い
。

◆
舟
橋
村
巡
回
相
談
日

　
・
第
３
金
曜
日　
午
前
10
時
～
11
時
半

　
※
８
月
の
み
第
２
金
曜
日
に
な
り
ま
す

　
　
舟
橋
村
役
場
２
階　
視
聴
覚
室
に
て

　
問
い
合
わ
せ　
舟
橋
村
社
会
福
祉
協
議
会

�
　
℡
４
６
４
―
１
８
４
７

富
山
県
東
部
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
９
３
７
―
０
８
６
３　
魚
津
市
新
宿
10

―
7

富
山
県
魚
津
総
合
庁
舎
１
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
６
５
―
２
４
―
２
２
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
６
５
―
２
４
―
２
２
８
５

相
談
受
付　
月
～
金　
午
前
９
時
～
午
後

４
時

�

（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

常願寺ハイツ　夏の特別教室
№ 教　室 日　　時 内　　容 定員 対　象 費　　用

①
親子ふれあい
プール教室

7月8、22、8月26日、9月2 、30日㈬
7月10、17日、8月21日、9月4、18日㈮
10:15～12:15

親子のスキンシップを目的と
したプール教室です。親子で
の体操やプールプログラムで、
楽しい時間を過ごします。

各日
20組

6 ヶ 月～3
歳のお子様
と保護者

各日　1組1,080円（税込み）
※ 利用料が別途　大人380

円、小人110円必要

②
ジュニアラン
ニング教室

Ａ 7月8、15、22日、8月5、19、26日、
9月2、9、16、30日、10月7、14日㈬

　 15：50～16：50
Ｂ 7月8、15、22日、8月5、19、26日、9

月2、9、16日㈬　　17：00～18：00

年齢に応じて、ラダー、ミニ
ハードル、コーンを利用した
運動、ランニングドリル、鬼
ごっこなど　

各8名 Ａ小1～小3
Ｂ小4～小6

A 12,960円　B 9,720円
（税込み）
※ 毎回施設利用料110円別

途必要

③
夏休み前＆夏
休み短期水泳
教室2015

■Ⅰ期：7月18日㈯～20日㈪　3日間
　8:50～10:00（体操含む）
■Ⅱ期A：7月31日㈮～8月2日㈰　3日間
　8:50～10:00（体操含む）
■Ⅱ期：7月29日㈬～8月2日㈰　5日間
　B　10：15～11：25、C　13：15～14：25、
　D　14：40～15：50（各体操含む）

Ⅰ期、Ⅱ期Aは水泳体験コー
ス　　Ⅱ期BCDは泳法習得コ
ース　①楽しい水遊び　②初
心者でも安心の泳力別練習　
③のびのびフリータイム　④
教室を振り返り、次につなげ
ます。

Ⅰ期50名、
Ⅱ期A50名、
Ⅱ期BCD
各40名

Ⅰ期　Ⅱ期
A ： 3 歳 ～
小学生
Ⅱ 期BCD：
年中～小学
生

Ⅰ期 Ⅱ期A：1名4,320円
Ⅱ期BCD：1名6,480円

（各プール利用料含む）

④
女性限定短期
水泳教室

7月6、13、27日、8月10、24、31日、9月7、
14、28日㈪13:30～14:45

夏からの健康づくり、肥満解
消に水泳を！まずは、水慣れ、
浮き方、進み方、呼吸練習など。

各10名

18歳 以 上
の女性水泳
初心者

各 12,960円（税込み）
※ 毎回プール利用料別途

380円必要⑤
中高年からのらく
らく短期水泳教室

水曜：7月8、15、22日、8月5、19、26日、
9月2、9、16日㈬13:30～14:45

木曜：7月9、16、23日、8月6、20、27日、
9月3、10、17日㈭13:30～14:45

中高年水泳
初心者

⑥ 成人短期水泳教室 7月6、13、27日、8月10、24、31日、9月7、
14、28日㈪　19:15～20:30

仕事帰りの時間を利用して水
泳にチャレンジします。

18歳以上
水泳初心者

⑦
スイミングス
クール体験

7月～10月各スイミングスクール（ジュニア、
大人）※ジュニアは、10月のみ体験可能

各種スイミングスクールを体
験していただきます。

各日２名
程度

各スクール
の対象に準
ずる

体験１回分1,080円（税込
み）と別途プール利用料（小
人110円、大人380円）
※ お一人様一回のみの体験です。

⑧
ジュニアテニス
スクール体験

7月～10月の期間中
土曜日　Ａ8：00～9：00
低学年　Ｂ9:00～10:00高学年

「テニスを基礎から始めよう」
という小学生向けスクール。専
門の指導者が指導いたします。

各日２名
程度

Ａ低学年
Ｂ高学年

体験１回分1,080円（税込み）
※ お一人様一回のみの体験です。

⑨
テニススクー
ル（成人）体験

7月～10月の期間中
Ａ月曜日「はじめてから初級コース」
Ｂ金曜日「中級から上級コース」各10:00～11:20

「春からテニスを始めよう」とい
う方向け短期テニススクール。
専門の指導者が指導いたします。

各日２名
程度 18歳以上 体験１回分1,080円（税込み）

※  お一人様一回のみの体験です。

問：常願寺ハイツスポーツ公園　☎462-1164　③のⅠ期は6月22日㈪13:30から、Ⅱ期は6月24日㈬13:30から、他は6月25日㈭13:30から電話で予約受付
申：①⑦⑧⑨は参加当日常願寺ハイツフロントで、参加費をお支払いください。②④⑤⑥は、教室開始日までに常願寺ハイツフロントで、参加費を添えてお
申し込みください。※③のⅠ期は7月8日㈬、Ⅱ期は7月20日㈪までに常願寺ハイツフロントで、参加費を添えてお申し込みください。（申し込み順）
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行　　　事 対　象　者 実 施 期 日 受 付 時 間 場　　所 備　　　考

1歳6か月児歯科健康診査
むし歯予防教室

・６・７月に1歳6か月
　児健診対象の方
・フッ素塗布希望の方

6月  1日㈪ 午後1：10～1：40 舟 橋 会 館
・対象の方にはご案内します
・母子健康手帳、問診用紙を

ご持参ください
・歯をみがいて来てください

母 親 教 室 妊婦さんや産婦さんと
そのご家族 6月  5日㈮ 午前9：30～10：00 舟 橋 会 館

・対象の方にはご案内します
・母子健康手帳をご持参くだ

さい

特 定 健 康 診 査
（身体計測、血圧測定、
尿検査、血液検査、
診察、心電図検査等）

集
団
健
診

・40歳以上の舟橋村
国民健康保険加入
の方

・75歳以上の方
・40歳未満の希望者

６月11日㈭
７月14日㈫ 午前9：00～10：00 舟 橋 会 館

・受診券及び保険証をご持参
ください

・舟橋村国民健康保険以外 
（各会社の健康保険組合等）
の方も受診できます。詳細
は、それぞれの健康保険組
合等からの案内をご覧くだ
さい

・ご加入の医療保険証をご持
参ください

＊詳細については受診券、今
号の折込チラシをご覧くだ
さい

施
設
健
診

・40歳以上の舟橋村
国民健康保険加入
の方

・75歳以上の方
・期間は、６月１日～10月30日です。

中 新 川 郡 の
医 療 機 関

前立腺がん検診
（血液検査）

・40歳以上の希望する
男性 6月11日㈭

7月14日㈫ 午前9：00～10：00 舟 橋 会 館

・ご加入の医療保険証をご持
参ください

結核・肺がん検診
（胸部レントゲン）

・職場や医療機関で受
診する機会がない方

・受診券をご持参ください
・受診券がない方も受診でき

ますので、お問い合わせく
ださい

＊詳細については受診券、今
号の折込チラシをご覧くだ
さい

胃　　 検　　 診

職場や医療機関で受診
する機会がなく、受診
を希望される方

6月22日㈪

午前8：00～9：00

舟 橋 会 館
大　 腸　 検　 診

乳　 房　 検　 診
午後1：00～2：00

子　 宮　 検　 診

骨粗しょう症検診 午後1：30～2：30

乳　 房　 検　 診
7月  7日㈫ 午後1：00～2：00 舟 橋 会 館

子　 宮　 検　 診

子宮がん施設検診 20歳以上の方で希望さ
れる方

受診券をご持参ください。 
手元に受診券がない方は、役場生
活環境課までご連絡ください。

県内の婦人科病院
（県立中央病院と
富山大学附属病院
を除く）

※胃検診の内視鏡検査を希望
される方は、検診機関にご
相談ください

＊詳細については受診券、今
号の折込チラシをご覧くだ
さい肺・胃・大腸・乳房

が ん 施 設 検 診

肺・胃・大腸：40歳以
上の方で希望される方
乳房：30歳以上の方で
希望される方

「かみいち総合病院」
「済生会富山病院」
「富山県健康増進
センター」

乳　 幼　 児
健　 康　 診　 査

・４か月児のお子さん
・１歳６か月児のお子

さん
６月17日㈬ 午後1：00～1：30 舟 橋 会 館

・対象の方にはご案内します
・母子健康手帳、健診票をご

持参ください

子 育 て 相 談
（担当：心理相談員） 相談を希望される方 ６月17日㈬ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です

お気軽にお越しください

母 乳 育 児 相 談
（担当：助産師） 相談を希望される方 ６月17日㈬ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です

お気軽にお越しください

３歳児健康診査 平成24年２月生まれの
お子さん ６月25日㈭ 午後1：00～1：30 上市町保健福祉

総 合 セ ン タ ー
・対象の方にはご案内します
・母子健康手帳をご持参くだ

さい

健 康 相 談
（担当：保健師・  　
　　　  管理栄養士）

相談を希望される方 ６月12日㈮
６月26日㈮ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です

お気軽にお越しください

【問い合わせ先】生活環境課　保健師まで　TEL ４６４－１１２１

健康診査・教室・予防接種等のお知らせほけんだより
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綿
わ た

引
ひ き

奈
な

々
な

子
こ

ちゃん
� （国重）

馬
ば

場
ば

まひなちゃん
� （佛生寺）

齊
さ い

藤
と う

凛
り

子
ず

ちゃん
� （稲荷）

杉
す ぎ

田
た

友
ゆ う

都
と

くん
� （佛生寺）

新 着 図 書

・ケアのカリスマたち
　－看取りを支えるプロフェッショナル－
� 上野千鶴子
・家庭菜園やさしい有機栽培入門� 佐倉　朗夫
・魔法の豆腐クリームレシピ
　－たっぷり食べても罪悪感ゼロ！－� 井出　杏海

・黄昏旅団� 真藤　順丈
・ごんたくれ� 西條　奈加
・マリコ、カンレキ！� 林　真理子
・103歳になってわかったこと
　－人生は一人でも面白い－� 篠田　桃紅

・ばななせんせいとさがしっこ� やましたこうへい
・えんぴつ太郎のぼうけん� 佐藤さとる
・巣のはなし
　－くふういっぱいの、いきものたちのいえ－
� シルビア・ロング
・自分で考える勇気　－カント哲学入門－
� 御子柴善之

おはなし会
◦イソップおはなし会
　６月20日㈯　午後２時～
◦ちっちゃな ちっちゃな おはなし会
　６月14日㈰　午前11時～
　６月21日㈰　午前11時～
　６月28日㈰　午前11時～

一般書

小説・エッセイ

児童書

その他多数新着図書あります。

こんにちは図書館です
TEL・FAX：463－5831　開館時間：平日 10：00～19：00（11月～3月は10：00～18：00）　土・日 10：00～17：00

休 館 日：月曜日・祝日・毎月最終木曜日・蔵書点検日 　　　　

　
歯
や
歯
肉
、
舌
な
ど
が
あ

る
口
は
「
食
べ
る
」・「
呼
吸

す
る
」・「
話
す
」・「
笑
う
」

な
ど
、
生
命
の
維
持
や
人
間

ら
し
い
暮
ら
し
や
表
情
を
つ

く
る
器
官
と
し
て
大
切
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

歯
と
お
口
の
健
康
を

保
つ
ポ
イ
ン
ト　
　

・
自
分
に
合
っ
た
歯
ブ
ラ

シ
や
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
を

使
用
す
る
。

・
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
よ
く
噛
ん
で
食

べ
る
。

・
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受

け
る
。

　
６
月
４
日
㈭
か
ら
10
日
㈬

は
、「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

で
す
。今
年
度
の
標
語
は「
お

く
り
た
い　
未
来
の
自
分
に

　
き
れ
い
な
歯
」
で
す
。
生

涯
に
わ
た
り
自
分
の
歯
で
食

事
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
日

頃
か
ら
歯
と
口
の
ケ
ア
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課 

保
健
師
ま
で

�

℡
４
６
４
―
１
１
２
１

テ
ー
マ

歯
と
お
口
の
健
康
に
つ
い
て

ミ
ニ
け
ん
こ
う
広
場 

�

ちっちゃな村で
　ちっちゃな盆栽展第２回

大きな手間と大きな愛情で、
� 美しい樹形にしたてていく
ミニ盆栽をお楽しみください！

６月５日㈮～６月７日㈰
舟橋村立図書館　１階フロア

５月に１歳６か月児
健康診査を受けたお友達
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1066
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ム
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ジ
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発
行
／
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６
月
１
日
　

■
印
刷
／
と
う
ざ
わ
印
刷
工
芸
㈱

広
報
 ふ
な
は
し
  ６
月
号

編
集
後
記

　
樹
々
の
緑
が
一
段
と
深
く
な
り
、
村
内
の
麦
畑

も
麦
秋
の
頃
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
水
田
も
、

表
紙
の
よ
う
に
５
月
中
旬
に
田
植
え
が
一
斉
に
始

ま
り
、
夜
は
ま
さ
に
カ
エ
ル
の
大
合
唱
で
す
。
こ

の
頃
、
オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
で
は
ツ
ツ
ジ
が
満
開
。

左
の
写
真
の
と
お
り
、
と
て
も
華
や
か
に
咲
い
て

い
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
県
の
奄
美
地
方
で
は
、
５
月
19
日
頃
に

梅
雨
入
り
。
沖
縄
よ
り
先
の
全
国
で
最
も
早
い
梅

雨
入
り
で
、
９
年
ぶ
り
に
沖
縄
よ
り
早
く
梅
雨
入

り
し
ま
し
た
。
北
陸
地
方
は
、
例
年
６
月
中
旬
頃

が
梅
雨
入
り
で
す
。食
中
毒
対
策
を
お
忘
れ
な
く
。

　
６
月
に
な
る
と
、
咲
く
花
の
色
が
入
梅
の
季
節

か
ら
か
、
し
っ
と
り
し

た
色
の
花
が
多
い
よ
う

な
感
じ
が
し
ま
す
。
鬱

陶
し
い
時
期
で
は
あ
り

ま
す
が
、し
な
や
か
に
、

や
わ
や
わ
元
気
に
健
康

で
過
ご
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。�

お

村の人口（５月１日現在）
前年同月

人口 3,031 （－2） 3,061
男  1,469 （－4） 1,478
女 1,562 （－6） 1,583
世帯数 1,001 （－2） 992

（　　）は前月比

お
し
あ
わ
せ
に

横
山　
　
誠�

（
入
善
町
）

吉
田　
恵
美�

（
東
芦
原
）

（

お
く
や
み

●

稲
田　
礼
子�

（
稲　
荷
）

●

吉
田
惠
智
子�

（
東
芦
原
）

●

井
原　
京
子�

（
舟　
橋
）

問い合わせ先：生活環境課　TEL�464－1121

6
月
納
税

村
県
民
税　
１
期
分

水
道
料

お
支
払
は
便
利
な

口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

平成27年6月ごみ収集日表 ゴミ収集を次のとおり実施しますのでご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土
1

燃やせるごみ
2
プラスチック製
容器包装

3

燃やせるごみ
4

燃やせないごみ
5

燃やせるごみ
6

7 8
燃やせるごみ
剪定枝回収

9
プラスチック製
容器包装

10

燃やせるごみ
11

びん・缶
12

燃やせるごみ
13

14 15

燃やせるごみ
16
プラスチック製
容器包装

17

燃やせるごみ
18

燃やせないごみ
19

燃やせるごみ
20

21 22
燃やせるごみ
剪定枝回収

23
プラスチック製
容器包装

24

燃やせるごみ
25 びん・缶
ペットボトル
紙製容器包装

26

燃やせるごみ
27

28 29

燃やせるごみ
30
プラスチック製
容器包装

7/1

燃やせるごみ
2

燃やせないごみ
3

燃やせるごみ
4

※ごみの分別方法は「家庭ごみの出し方」でご確認ください。
※ごみは、収集日当日８時までに、決められた場所へ出してください。

【 おめでた／おしあわせに／おくやみ】
欄について
　広報ふなはしの「おめでた／おしあわせに／
おくやみ」欄は、プライバシー保護のため、ご
本人・ご家族からの依頼があった方のみ掲載し
ております。掲載を希望される方は、届出の際
に窓口で申し出てください。

　5月13日㈬に平成27年度舟橋村体育協会総会が開催さ
れ、今年度実施する各種スポーツ大会の日程が決定しまし
た。皆さんぜひご参加ください。

問い合わせ先　各地区体育協会役員または体育協会事務局
� ℡４６４－１１２６

舟橋村体育協会からのお知らせ

開催日 開催場所
第41回
　村民ソフトボール大会  ６月21日㈰ 舟橋中学校グラウンド

第35回
　村民ビーチボール大会 11月15日㈰ 舟橋中学校体育館

第41回村民卓球大会  ２月 ７日㈰ 舟橋中学校体育館
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